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日清紡グループ 温室効果ガス排出量データ 2021 

 

温室効果ガス排出量 

日清紡グループの温室効果ガス排出量実績は、567.4千 t-CO2e と前年度温室効果ガス排出量比 1％増加しました。 

繊維事業で石炭ボイラー燃料を廃止し買電へ変換したこと、化学品事業での HFC（ハイドロフルオロカーボン）から HFO 

（ハイドロフルオロオレフィン）への切り替えが進んだことにより温室効果ガス排出量が減少しましたが、新型コロナウイルス感染

症の影響からの回復需要により、生産量が回復し、グループ全体の温室効果ガス排出量は微増となりました。 

非エネルギー起源の温室効果ガスのうち 87％を PFC（パーフルオロカーボン）が占めました。これは主として日清紡マイクロ 

デバイス(株)※ の半導体製品製造工程から排出されたものです。 

※ 2022年 1月、新日本無線(株)とリコー電子デバイス(株)は統合し、社名を日清紡マイクロデバイス(株)に変更しました。 

温室効果ガス排出量の推移 

 

※ 当社は 2018年に、決算日を 3月 31日から 12月 31日に変更しました。これに伴い経過期間となる連結会計年度

は、変則的な決算となっています。このため 2018年度は、当連結会計年度と同一期間の 12 カ月間となるように組み 

替えた調整後参考値を記載しています。 

☑ 



 

Scope別温室効果ガス排出量の推移 

(千 t-CO2e) 

    2017 

 

2018 

(参考値)※ 

2019 

 

2020 

 

2021 

 

温

室

効

果

ガ 

ス

排

出

量 

Scope1 

(エネルギー起源＋ 

非エネルギー起源) 
255.0 263.4 243.8 246.7 237.9 

(エネルギー起源) 198.4 187.0 183.1 187.7 173.7 

(非エネルギー起源) 56.6 76.3 60.7 59.0 64.2 

Scope2 (エネルギー起源) 366.7 373.0 348.6 317.4 329.4 

Scope1+Scope2 
(エネルギー起源＋ 

非エネルギー起源) 
621.7 636.3 592.4 564.1 567.4 

※ 上記の温室効果ガス排出量の推移グラフ同様の参考値を示しています。 

☑を付したデータは、デロイトトーマツサステナビリティ株式会社による独立した第三者保証を受けています。 

【算定方法】 

・Scope1： 

エネルギー起源温室効果ガス排出量＝Σ[燃料使用量×CO2排出係数
※1]  

非エネルギー起源温室効果ガス排出量=非エネルギー起源 CO2排出量+Σ[CO2以外の温室効果ガス排出量×地球 

温暖化係数※2] 

※1 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく排出係数を使用しています。ただし石炭は熱量の実測値に基づき

算出した係数(1.893 t-CO2/t)を使用しています。 

※2 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく地球温暖化係数 

・Scope2： 

エネルギー起源温室効果ガス排出量＝Σ[購入電力量・購入蒸気量×CO2排出係数
※3] 

※3購入電力は、日本国内は 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく電気事業者別の調整後排出係数、 

海外は電気事業者別の排出係数または入手困難な場合は「IEA Emissions Factors」の最新の国別排出係数

を使用しています。購入蒸気は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく排出係数を使用しています。 

 

☑ 



※4 購入電力は、2020年度までは「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく電気事業者別排出係数の代替値

を使用していました。2014年度データ以降の過年度データについては、※3 の排出係数を用いて遡及的に修正して

います。 

 

【対象組織】 

2021年度の集計の対象組織は、当社および連結子会社 101社の計 102社です。 

 

環境データの第三者保証 

日清紡グループは、温室効果ガス排出量（Scope1, Scope2）の環境パフォーマンスデータの信頼性向上のため、デロイト 

トーマツサステナビリティ株式会社による第三者保証を受けています。  




